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　本学大学院生命融合科学教育部生体情報システム科学専攻，先端ナノ・バイオ科学専攻博士課程
（令和４年４月入学）の学生募集は，２回に分けて実施しますが，第２回の学生募集は，この学生
募集要項により実施します。
　なお，第１回の学生募集は，令和３年８月下旬に実施しました。
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アドミッション・ポリシー

（生体情報システム科学専攻）
【入学者受入れの方針】
　生体情報システム科学専攻においては，生体情報システムに関連する深い専門性と広い領域横断性を
培える教育・研究を実践する。そのため，大学院修士課程あるいは相当の教育・研究組織において，生
命科学や生命工学に関する一定水準の専門性を修めていることが前提として求められる。また，生体情
報システム科学に関連する専門性を深めたいという意欲を持つとともに学際的な興味を持ち，他の研究
領域の知識・技術を講義，演習などで積極的に修得し，将来社会で役立ちたいと努力する意志のある人
材を受け入れる。
  
【入学者選抜の基本方針（入試種別とその評価方法）】
一般入試
　筆記試験，口述試験及び成績証明書の成績により，大学院修士課程修了相当の学力及び学修意欲に
ついて評価する。

社会人特別入試，外国人留学生特別入試
　筆記試験を免除し，口述試験及び成績証明書の成績により，大学院修士課程修了相当の学力及び学
修意欲について評価する。

障害者特別入試
　小論文，口述試験及び成績証明書の成績により，大学院修士課程修了相当の学力及び学修意欲につ
いて評価する。

（先端ナノ・バイオ科学専攻）
【入学者受入れの方針】
　先端ナノ・バイオ科学専攻においては，分子科学と生命科学を基盤としてナノ・バイオ科学に関連す
る深い専門性と広い領域横断性を培える教育・研究を実践する。大学院修士課程あるいは相当の教育・
研究組織において，分子科学あるいは生命科学に関する一定水準の専門性を修めていることが前提とし
て求められる。また，専門性を深めたいという意欲を持つとともに学際的な興味を持ち，他の研究領域
の知識・技術を講義，演習などで積極的に修得し，将来社会で役立ちたいと努力する意志のある人材を
受け入れる。  

【入学者選抜の基本方針（入試種別とその評価方法）】
一般入試
　筆記試験，口述試験及び成績証明書の成績により，大学院修士課修了相当の学力及び学修意欲につ
いて評価する。

社会人特別入試，外国人留学生特別入試
　筆記試験を免除し，口述試験及び成績証明書の成績により，大学院修士課修了相当の学力及び学修
意欲について評価する。

障害者特別入試
　小論文，口述試験及び成績証明書の成績により，大学院修士課修了相当の学力及び学修意欲につい
て評価する。
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　一　　般　　入　　試（令和４年４月入学）
１　募　集　人　員（第１回，第２回併せての募集人員）

専　　　攻 募集人員 備　　　　　　考
生体情報システム科学専攻 ４人 募集人員には，第１回の合格者，社会人特別入試の募集人

員（若干名）及び障害者特別入試の募集人員（生命融合科
学教育部で２人程度）を含みます。先端ナノ・バイオ科学専攻 ４人

（注）　・　入学志願者は，事前に志望する教育分野の指導教員と教育・研究等に関する方向性等について必ず相
談してください。

２　出　願　資　格
　次の各号のいずれかに該当する者とします。
⑴　修士の学位又は専門職学位（学校教育法第104条第１項の規定に基づき学位規則（昭和28年文部

省令第９号）第５条の２に規定する専門職学位をいう。以下同じ。）を有する者及び令和４年３月
までに授与される見込みの者

⑵　外国において修士の学位又は専門職学位に相当する学位を授与された者及び令和４年３月までに
授与される見込みの者

⑶　外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修し，修士の学位又は専門職学
位に相当する学位を授与された者及び令和４年３月までに授与される見込みの者

⑷　我が国において，外国の大学院の課程を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置
付けられた教育施設であって，文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了し，修士の学位
又は専門職学位に相当する学位を授与された者及び令和４年３月までに授与される見込みの者

⑸　国際連合大学本部に関する国際連合と日本国との間の協定の実施に伴う特別措置（昭和51年法律
第72号）第１条第２項に規定する1972年12月11日の国際連合総会決議に基づき設立された国際連合
大学（以下「国際連合大学」という。）の課程を修了し，修士の学位に相当する学位を授与された
者及び令和４年３月末日までに取得見込の者

⑹　外国の学校，第４号の指定を受けた教育施設又は国際連合大学の教育課程を履修し，大学院設置
基準第16条の２に規定する試験及び審査に相当するものに合格し，修士の学位を有する者と同等以
上の学力があると認められた者

⑺　文部科学大臣の指定した者（平成元年文部省告示第118号）
ア　大学を卒業し，大学，研究所等において，２年以上研究に従事した者で，本教育部において，

当該研究の成果等により，修士の学位を有する者と同等以上の学力があると認めた者
イ　外国において学校教育における16年の課程を修了した後，又は外国の学校が行う通信教育にお

ける授業科目を我が国において履修することにより当該外国の学校教育における16年の課程を修
了した後，大学，研究所等において，２年以上研究に従事した者で，本教育部において，当該研
究の成果等により，修士の学位を有する者と同等以上の学力があると認めた者

⑻　本教育部において，個別の入学資格審査により，修士の学位又は専門職学位を有する者と同等以
上の学力があると認めた者で，入学時に24歳に達している者

 （注）上記⑺又は⑻で出願しようとする者には，事前に入学資格審査を行うので，「共通事項」の
「１　出願手続」の「⑷　入学資格認定申請」を参照してください。

３　入学者選抜方法
　入学者の選抜は，筆記試験，口述試験及び成績証明書の成績を総合して行います。
⑴　筆記試験
　　外国語（英語）
⑵　口述試験

　修士論文及びこれに関連する研究論文，入学後の研究計画，その他志望する教育分野に関連する
科目について行います。

⑶　試験日程及び試験場

月　日（曜） 時　　間 試験科目等 試　　験　　場
令和４年
　2月28日㈪

９：30 ～ 11：00 外　 国　 語（ 英 語 ） 富山市五福3190
富山大学工学部13：00 ～（予定） 口 述 試 験

※　口述試験の開始時間については，出願者数によって変更する場合があります。
　　変更する場合は，受験票を送付する際にお知らせします。
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 　 社 会 人 特 別 入 試（令和４年４月入学）

１　募　集　人　員
専　　　攻 募集人員 備　　　　　　考

生体情報システム科学専攻 若干名
一般入試の募集人員に含みます。

先端ナノ・バイオ科学専攻 若干名
（注）　・　入学志願者は，事前に志望する教育分野の指導教員と教育・研究等に関する方向性等について必ず相

談してください。
　　　・　本教育部では，社会人の就学に特別な配慮を行うため「大学院設置基準第14条に定める教育方法の特

例」を適用し，教育上特別の必要があると認められる場合は離職することなく，夜間その他特定の時間
又は時期において授業又は研究指導を行う等の適当な方法により教育を行います。

２　出　願　資　格
　研究者等として各種研究機関，教育機関及び企業等に勤務している者又は令和４年４月から勤務見
込みの者で，次の各号のいずれかに該当する者とします。
⑴　修士の学位又は専門職学位を有する者及び令和４年３月までに授与される見込みの者
⑵　外国において修士の学位又は専門職学位に相当する学位を授与された者及び令和４年３月までに

授与される見込みの者
⑶　外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修し，修士の学位又は専門職学

位に相当する学位を授与された者及び令和４年３月までに授与される見込みの者
⑷　我が国において，外国の大学院の課程を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置

付けられた教育施設であって，文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了し，修士の学位
又は専門職学位に相当する学位を授与された者及び令和４年３月までに授与される見込みの者

⑸　国際連合大学本部に関する国際連合と日本国との間の協定の実施に伴う特別措置（昭和51年法律
第72号）第１条第２項に規定する1972年12月11日の国際連合総会決議に基づき設立された国際連合
大学（以下「国際連合大学」という。）の課程を修了し，修士の学位に相当する学位を授与された
者及び令和４年３月末日までに取得見込の者

⑹　外国の学校，第４号の指定を受けた教育施設又は国際連合大学の教育課程を履修し，大学院設置
基準第16条の２に規定する試験及び審査に相当するものに合格し，修士の学位を有する者と同等以
上の学力があると認められた者

⑺　文部科学大臣の指定した者（平成元年文部省告示第118号）
ア　大学を卒業し，大学，研究所等において，２年以上研究に従事した者で，本教育部において，

当該研究の成果等により，修士の学位を有する者と同等以上の学力があると認めた者
イ　外国において学校教育における16年の課程を修了した後，又は外国の学校が行う通信教育にお

ける授業科目を我が国において履修することにより当該外国の学校教育における16年の課程を修
了した後，大学，研究所等において，２年以上研究に従事した者で，本教育部において，当該研
究の成果等により，修士の学位を有する者と同等以上の学力があると認めた者

⑻　本教育部において，個別の入学資格審査により，修士の学位又は専門職学位を有する者と同等以
上の学力があると認めた者で，入学時に24歳に達している者

 （注）上記⑺又は⑻で出願しようとする者には，事前に入学資格審査を行うので，「共通事項」の
「１　出願手続」の「⑷　入学資格認定申請」を参照してください。

３　入学者選抜方法
　入学者の選抜は，筆記試験を免除し，口述試験及び成績証明書の成績を総合して行います。
⑴　口述試験

　修士論文及びこれに関連する研究論文又は業務経験，入学後の研究計画，その他志望する教育分
野に関連する科目について行います。

⑵　試験日程及び試験場

月　日（曜） 時　　間 試験科目等 試　　験　　場
令和４年
　2月28日㈪ 13：00 ～（予定） 口 述 試 験 富山市五福3190

富山大学工学部
※　口述試験の開始時間については，出願者数によって変更する場合があります。
　　変更する場合は，受験票を送付する際にお知らせします。
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　外国人留学生特別入試（令和４年４月入学）

１　募　集　人　員
専　　　攻 募集人員

生体情報システム科学専攻 若干名

先端ナノ・バイオ科学専攻 若干名
（注）　・　入学志願者は，事前に志望する教育分野の指導教員と教育・研究等に関する方向性等について必ず

相談してください。

２　出　願　資　格
　外国籍を有する者で，次の各号のいずれかに該当する者とします。
⑴　外国において修士の学位又は専門職学位に相当する学位を授与された者及び令和４年３月までに

授与される見込みの者
⑵　本教育部において，個別の入学資格審査により，修士の学位又は専門職学位を有する者と同等以

上の学力があると認めた者で，入学時に24歳に達している者
 （注）上記⑵で出願しようとする者には，事前に入学資格審査を行うので，「共通事項」の「１　出

願手続」の「⑷　入学資格認定申請」を参照してください。

３　入学者選抜方法
　入学者の選抜は，筆記試験を免除し，口述試験及び成績証明書の成績を総合して行います。
⑴　口述試験

　修士論文及びこれに関連する研究論文，入学後の研究計画，その他志望する教育分野に関する科
目について行います。

⑵　試験日程及び試験場

月　日（曜） 時　　間 試験科目等 試　　験　　場
令和４年
　2月28日㈪ 13：00 ～（予定） 口 述 試 験 富山市五福3190

富山大学工学部
※　口述試験の開始時間については，出願者数によって変更する場合があります。
　　変更する場合は，受験票を送付する際にお知らせします。
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　 障 害 者 特 別 入 試（令和４年４月入学）

１　趣　　　　　旨
　本学大学院生命融合科学教育部では，障害者が主体的に医薬品，健康・福祉機器，医療機器やユニ
バーサルデザインの研究に参画できる教育・研究環境を整備し，我が国の超高齢化に対応した人材や
技術を提供できる先端科学教育・研究を行います。この趣旨に則って，一般入試とは別に，次のとお
り障害者特別入試を実施します。

２　募　集　人　員
専　　　攻 募集人員 備　　　　　　考

生体情報システム科学専攻 若干名 一般入試の募集人員に含みます。
 （障害者特別入試の募集人員は，生命融合科学教育部で２
人程度とします。）先端ナノ・バイオ科学専攻 若干名

（注）　・　入学志願者は，事前に志望する専攻・教育分野の指導教員と教育・研究等に関する方向等について必
ず相談してください。

　　　・　障害があり支援を必要とする方，もしくは，指導教員等について不明な点がある方については，願書
締め切り10日前までに必ず本学理工系学務課工学部事務室（入試担当）（電話：076-445-6399，FAX：
076-445-6705）へご連絡ください。

３　出　願　資　格
　身体に障害を有する者（身体障害者手帳が発行されている者）もしくは発達の障害を有する者（医
師の診断書が発行されている者）で次の各号のいずれかに該当する者とします。ただし，支援機器等
を用いて勉学・研究を遂行することが可能なことが条件となります。
⑴　修士の学位又は専門職学位を有する者及び令和４年３月までに授与される見込みの者
⑵　本教育部において，個別の入学資格審査により，修士の学位又は専門職学位を有する者と同等以

上の学力があると認めた者で，入学時に24歳に達している者
 （注）上記⑵で出願しようとする者には，事前に入学資格審査を行うので，「共通事項」の「１　出

願手続」の「⑷　入学資格認定申請」を参照してください。

４　入学者選抜方法
　入学者の選抜は，小論文，口述試験及び成績証明書の成績を総合して行います。
⑴　小論文

　入学後の研究テーマを題材に出題します。
⑵　口述試験

　修士論文及びこれに関連する研究論文，入学後の研究計画，その他志望する教育分野に関連する
科目について行います。

⑶　試験日程及び試験場

月　日（曜） 時　　間 試験科目等 試　　験　　場

令和４年
　2月28日㈪

９：30 ～ 11：00 小 論 文 富山市五福3190
富山大学工学部13：00 ～（予定） 口 述 試 験

※　口述試験の開始時間については，出願者数によって変更する場合があります。
　　変更する場合は，受験票を送付する際にお知らせします。
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共　　通　　事　　項

１　出　願　手　続
⑴　出　願　方　法

　入学志願者は次の期間内に，「入学検定料」の納付を済ませた上で，次の区分により記載事項を
封筒に朱書きし，出願書類等を「書留・速達」で郵送してください。
①　出願期間

　令和４年１月11日㈫～令和４年２月９日㈬（消印有効）
　　「出願書類等郵送先　〒930－8555　富山市五福3190
　　　　　　　　　　　　　　　　　　富山大学　理工系学務課工学部事務室（入試担当）」
　なお，「入学検定料」の納付方法については，「⑶　入学検定料の納付方法」を参照してくださ
い。
　ただし，本学の各教育部（研究科）に在学中の者で，引き続き本教育部（博士課程）に進学し
ようとする場合は，「入学検定料」の納付は必要ありませんので注意してください。

②　封筒記載事項
　　「大学院生命融合科学教育部（博士課程一般入試）入学願書在中」
　　「大学院生命融合科学教育部（博士課程社会人特別入試）入学願書在中」
　　「大学院生命融合科学教育部（博士課程外国人特別入試）入学願書在中」
　　「大学院生命融合科学教育部（博士課程障害者特別入試）入学願書在中」

⑵　出 願 書 類 等
書　　類　　等 摘　　　　　　　　要

① 入 学 願 書 本学所定の用紙によります。
② 修士課程修了（見込）証明書 出身大学（研究科）長が作成したもの

③ 出 身 大 学 院 の 成 績 証 明 書 出身大学（研究科）長が作成し厳封したもの。ただし，偽造・複写防
止用紙使用の場合は厳封不要です。

④ 出身大学学部の成績証明書 出身大学（学部）長が作成し厳封したもの。ただし，偽造・複写防止
用紙使用の場合は厳封不要です。

⑤ 修士学位論文の写し及び要旨

１部。ただし，修了見込みの者は，進捗状況について記入してください。
（本学所定の用紙）
（入学資格認定申請者及び社会人特別入試による出願者は，「研究論文
一覧表（学会発表を含む。）」（本学所定の用紙）及び「研究及び業務内
容の概要（A4判で2,000字程度にまとめたもの）」をこれにかえて提出
することもできます。）

⑥ 受 験 票 ・ 写 真 票
本学所定の用紙によります。写真（上半身，無帽，正面向，単身とし，
出願前３か月以内に撮影したもの（縦４cm，横３cm））を写真欄には
り付けてください。

⑦ 研 究 計 画 書 本学所定の用紙によります。

⑧ 収 納 証 明 書 貼 り 付 け 台 紙

入学検定料の支払完了後，入学検定料支払サイトからダウンロードし
て印刷した「収納証明書」を貼り付けたものを提出してください。た
だし，本学の各教育部（研究科）の修士課程又は博士前期課程に在学
中の者で，引き続き本教育部（博士課程）に進学しようとする場合は，

「入学検定料」の納付は必要ありません。

⑨ 受 験 承 認 書 他の大学院に在学中の者又は官公庁，民間会社に在職中の者は，当該
大学院研究科長又は所属長の受験承認書を添付してください。（様式随意）

⑩ 住 民 票 の 写 し 等
（外国人のみ）

現に日本国に在住している外国人は，市町村長又は特別区長の交付す
る住民票の写し又は在留カードの写し（両面）を添付してください。

⑪ 身 体 障 害 者 手 帳（ 写 ） 等
障害者特別入試による出願者で，身体に障害を有する者は，身体障害
者手帳の写しを，発達の障害を有する者は，医師の診断書を添付して
ください。
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⑫ 返 信 用 封 筒
受験票の送付に使用するもので，長形３号（23.5cm×12cm）の封筒に，
郵便番号，住所，氏名を明記し，郵便切手344円（速達）をはり付けて
ください。

⑬ あて名票（合格通知書等送付用） 本学所定の用紙によります。郵便番号，住所，氏名を記入してください。

⑭ 誓　 約 　書（所定の用紙）
（外国人のみ）

外国人留学生の方は，出願前に指導予定教員と相談の上，「外国為替及
び外国貿易法」を遵守する誓約書に署名してください。

安全保障輸出管理について
富山大学では，「外国為替及び外国貿易法」に基づいて「国立大学法人
富山大学安全保障輸出管理規則」を定めて，技術の提供，貨物の輸出
の観点から外国人留学生の受入れに際し，厳格な審査を行っています。
規制されている事項に該当する場合は，入学を許可できない場合や希
望する教育が受けられない，希望する研究活動に制限がかかる場合が
ありますので，出願にあたっては注意してください。

【参考】「国立大学法人富山大学安全保障輸出管理規則」
URL   http://www3.u-toyama.ac.jp/soumu/kisoku/pdf/0110401.pdf

（注意）英語以外の外国語で記載されたものについては，日本語訳又は英語訳を添付してください。

⑶　入学検定料の納付方法
　入学検定料（30,000 円）は，入学検定料支払手順（10 ページ）に従って，入学検定料支払サイ
トから支払手続を行ってください。
https://e-apply.jp/n/toyama-gs-payment/
注意事項
・入学検定料のほか，手数料が別途必要です。
・支払手続時に登録する「氏名」「住所」等は入学願書に記載する「氏名」「現住所」等と同一にし

てください。
・出願期間の１週間前から入学検定料の支払手続が可能です。
　ただし，本学の大学院修士課程又は博士前期課程を令和４年３月修了見込みの者は，入学検定料
の納付は必要ありません。
　なお，納付された入学検定料は，次の場合を除き，いかなる理由があっても返還しません。
①　入学検定料の振込みをしたが富山大学に出願しなかった（出願書類等を提出しなかった，又は

出願書類が受理されなかった）場合
②　入学検定料の振込みを二重にした場合
③　入学検定料の金額を超えて振込みをした場合
 （注）入学検定料の返還請求の必要が生じた場合は，別紙「入学検定料返還請求書」により，必ず
「収納証明書」を貼り付けて，富山大学へ郵送してください。

　　送付先　〒930－8555　富山市五福3190　富山大学　財務部経理課
	 　　　　　　　　　　　電話　076（445）6053

⑷　入学資格認定申請
　出願資格の⑺又は⑻（外国人留学生特別入試及び障害者特別入試にあっては，出願資格の⑵）で
出願しようとする者には，入学資格の事前審査を行うので，次の書類を添えて令和３年12月３日㈮
までに本学理工系学務課工学部事務室（入試担当）へ提出してください。
・　入学資格認定審査調書（本学所定の用紙）
・　最終学校の成績証明書，卒業証明書
・　研究及び業務内容の概要
・　研究論文一覧表（学会発表を含む。）（本学所定の用紙）
　なお，入学資格審査の結果は，令和３年12月10日㈮までに本人あてに通知します。
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⑸　障害を有する入学志願者の事前相談（障害者特別入試志願者を除く。）
　障害を有する入学志願者は，受験及び修学の際に特別な配慮を希望する場合は，出願に先立ち，
本学理工系学務課工学部事務室（入試担当）に相談してください。
　なお，相談に際しては，下記事項を記載した書類及び医師の診断書の提出を求める場合があります。
・　障害の種類・程度
・　受験の際に特別な配慮を希望する事項
・　修学の際に特別な配慮を希望する事項
・　日常生活の状況，その他参考となる事項
①　相談期限　令和３年12月３日㈮
②　連 絡 先　〒930－8555　富山市五福3190
	 　　　　　　　　　　　   富山大学　理工系学務課工学部事務室（入試担当）
	 　　　　　　　　　　　　電話　076（445）6399

２　合格者発表
　令和４年３月10日㈭　午後３時，本学五福キャンパス工学部及び杉谷（医薬系）キャンパス医学部
研究棟，薬学部研究棟玄関前に合格者の受験番号を掲示するとともに合格者本人に通知します。
　なお，電話，ＦＡＸ等による合否の問合せには，一切応じません。

３　入　学　手　続
　入学手続は，次のとおりですが，詳細については合格者に通知します。
⑴　入 学 手 続 日 　（令和４年４月入学）　令和４年３月下旬（予定）
⑵　入学手続場所　富山大学　五福キャンパス
⑶　入学手続に必要な書類等
　　合格通知書，写真（縦４㎝，横３㎝でカラー撮影），在学誓書（本学所定の用紙）等
⑷　入学手続に必要な経費等

ア　入学料　282,000円（予定額）
 （注）①　上記の入学料は予定額であり，入学時に入学料が改定された場合は，改定時から新たな

入学料が適用されます。
　　　②　納付された入学料は，いかなる理由があっても返還しません。
イ　その他

①　入学料及び授業料の納付が困難と認められる場合には，選考の上，免除・徴収猶予されるこ
とがあります。

②　授業料の納付については，入学後に納付することとなります。なお，納付金額・納付方法に
ついては入学手続時に案内します。

　　＜参考＞令和３年度授業料　年額535,800円
③　独立行政法人日本学生支援機構の奨学金制度があります。
④　学生教育研究災害傷害保険制度等の経費が別途必要です。

⑸　注意事項
　　入学手続日に入学手続を完了しない者は，入学を辞退したものとして取り扱います。
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４　入学志願者の個人情報保護について
　本学が保有する個人情報については，「独立行政法人等の保有する個人情報の保護に関する法律」
及び「国立大学法人富山大学個人情報保護規則」に基づいて取り扱います。
⑴　出願にあたって知り得た氏名，住所その他個人情報については，①入学者選抜（出願処理，選抜

実施），②合格発表，③入学手続，④入学者選抜方法等における調査・研究，⑤これらに付随する
業務を行うために利用します。

⑵　出願にあたって知り得た個人情報は，本学入学手続完了者についてのみ，入学前における準備教
育及び入学後における①教務関係（学籍，修学指導等），②学生支援関係（健康管理，授業料免除・
奨学金申請，就職支援等），③授業料徴収に関する業務，④統計調査及び分析を行うために利用し
ます。

⑶　本学合格者についての受験番号，氏名及び住所に限り，課外活動団体並びに本学の関係団体であ
る同窓会，後援会及び生活協同組合からの連絡を行うために利用する場合があります。

 注　上記団体からの連絡を希望しない場合は，本学理工系学務課工学部事務室（入試担当）にその旨申し出てください。

⑷　各種業務での利用にあたっては，一部の業務を本学より当該業務の委託を受けた業者（以下「受
託業者」という。）において行うことがあります。業務委託にあたり，受託業者に対して，委託し
た業務を遂行するために必要となる限度で，知り得た個人情報の全部または一部を提供しますが，
守秘義務を遵守するよう指導します。

５　注　意　事　項
⑴　出願書類等に不備がある場合には，受理しないことがあります。
⑵　受理された出願書類等は，いかなる理由があっても返還しません。
⑶　入学許可の後においても，提出書類の記載と相違する事実が発見された場合は，入学を取り消す

ことがあります。
⑷　出願に関する事項その他についての問合せは，下記あてに照会してください。
　　富山大学　理工系学務課工学部事務室（入試担当）
　　〒930－8555　富山市五福3190
　　　　　　　　 電話　076（445）6399
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入学検定料支払手順

入学検定料支払サイトへアクセス

入学検定料支払サイト
https://e-apply.jp/n/toyama-gs-payment/ または、

大学ホームページ

 https://www.u-toyama.ac.jp/admission/graduate-exam/graduate/

からアクセス

支払内容の登録

①画面の手順や留意事項を必ず確認してください。
②入学検定料の支払方法を選択してください。
③画面に従って支払内容の選択、必要事項を入力してください。

支払いに必要な番号を控えてください。

※ご利用にあたってはメールアドレス・インターネット接続環境・プリンター（A4出力）が必要です

入学検定料の支払い

入学検定料「収納証明書」の印刷

出願書類の提出

出願情報入力

アクセス

入学検定料支払

提 出

印 刷

入学検定料の支払完了後、「収納証明書」を入学検定料支払サイトから
ダウンロードして印刷し、本学所定の台紙にはり付けてください。

「収納証明書」及び他の出願書類と併せて出願期間内に届くように書留速達
郵便で送付してください。
※出願書類の郵送先は学生募集要項を参照してください。

【コンビニ・ペイジー対応銀行ATMで支払う場合】
コンビニ（セブン-イレブン、ローソン、ファミ
リーマート、ミニストップ、デイリーヤマザキ、セ
イコーマート）・ペイジー対応銀行ATM・ネット
バンキング各種で入学検定料を払い込んでく
ださい。
※日本国内のみ利用可能

【クレジットカードで支払う場合】
お手元にクレジットカードのカード情報
をご準備の上、画面に従って入学検定料
をお支払ください。

（ご利用可能なクレジットカード）
VISA、Master、JCB、AMERICAN EXPRESS、
MUFGカード、DCカード、UFJカード、NICOSカード

出願は学生募集要項に記載の必要書類と入学検定料収納証明書を併せて郵送して完了となります。
入学検定料支払サイトから登録しただけでは出願は完了していませんので注意してください。

●支払内容の登録完了後は、登録内容の修正・変更ができませんので、誤入力のないよう注意してください。ただし、入学検定料支払前で
あれば正しい内容で再登録することで、修正が可能です。

※「入学検定料の支払方法」でクレジットカードを選択した場合は、登録と同時に支払いが完了しますので注意してください。

※入学検定料の支払いには、別途手数料が必要です。
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大学院生命融合科学教育部（博士課程）の概要

１　目　　　的
　現在，医学，薬学を中心とする人の生命そのものに係わる重要な医療や，創薬，福祉の分野では，日々
技術や機器の発達が著しく，医療に不可欠な生命工学技術の発展や新薬およびプロテインチップ，細
胞チップなどの高度な医療バイオ機器の開発，創薬に必要な計算化学や合成技術，また薬品製造技術
の進歩には医学領域，あるいは薬学領域単独では限界があり，理工の認知情報科学，生命工学，電子
情報・機器工学，ナノテクノロジー新技術や生命現象解明の科学的素養が必要となっています。
　そこで，理工学の領域で行ってきた，医療に必要な電子計測システムや精密機械を開発する分野，脳，
神経系における情報伝達処理方法をシミュレートしその利点を応用する分野，創薬に関わる化合物の
構造や作用を解析し計算予測する分野や合成する分野，そしてナノテクノロジーを駆使した生体機能
を補助するに必要な新機能材料の開発を行う分野などを，最新の生命科学を基盤とする医学薬学領域
と融合した「生命融合科学教育部」を設置し，医薬理工の関連教員が連携して生命システムの解明か
らその健康維持，支援に関わる最先端の学際教育・研究を行うことにより，多様な社会の要請に応え
られる人材を育成することを目的としています。

２　構成及び履修基準
⑴　専攻及び修業年限

①　本生命融合科学教育部（博士課程）には，認知・情動脳科学専攻，生体情報システム科学専攻，
先端ナノ・バイオ科学専攻の３専攻を置きます。

②　認知・情動脳科学専攻の修業年限は，４年を標準とし，生体情報システム科学専攻，先端ナノ・
バイオ科学専攻の修業年限は，３年を標準とします。

⑵　履修基準
　　本生命融合科学教育部（博士課程）における履修基準は，次の表に掲げるとおりとします。

　　　　　　　　　科　目

専　　攻

選 択 科 目 必修科目
合　計

講 義

自専攻の
開講科目

共通科目
（選択必修）

他 教 育 部*  
の開講科目 演　習 特　別

研　究

生体情報システム科学専攻
２単位以上 ２単位以上 ２単位以上 ４単位 10単位 20単位以上

先端ナノ・バイオ科学専攻

*医学薬学教育部，理工学教育部
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３　専攻の概要
専攻 専　攻　の　内　容 教育分野

生
体
情
報
シ
ス
テ
ム
科
学
専
攻

　「ポストゲノム時代」における，生体システムの機構解明では，生体内
で同時に進行している現象を多面的に観察し理解する必要性が高まって
いる。また遺伝子診断やオーダーメード医療に代表される，これからの
標準的医療システムにおいても，莫大な情報を効率よく取得し，解析，
理解するための方法論の開発が求められている。さらにライフサイエン
スの急速な発展に呼応して，高齢化福祉社会，健康増進社会に即応しえ
る新たな生体システム科学，知能情報工学や医工学の発展が求められて
いる。
　このような背景の中，本専攻では，時々刻々進む複雑な生命現象の過
程とその機構や未解明の遺伝子情報やその発現・制御機構を，主に分子，
細胞から組織レベルで研究し，解明する先端生命科学研究者を育成する。
またそのミクロな生体内情報処理メカニズムに関する最新の知見に基づ
き，生体機能計測，医療計測，環境計測を行う機器，また生体機能支援
機器などを設計開発できる最先端研究者，高度技術者あるいは，高度医
療機器や最先端の情報工学を理解し活用できる高度技術者や薬剤師を育
成する。さらに認知・情動脳科学専攻とも連携して生体情報システムと
しての脳神経ネットワークに関する最新知見や分野横断的解析法を修得
し，神経疾患の予防や治療薬開発に携わる創薬科学者及び次世代の知能
情報工学，脳型コンピュータ，ヒューマンインターフェイスなどの設計・
開発に寄与する人材の育成を目指す。
　本専攻では，医学系（兼担），薬学系，生物学系，生命工学系，生体工
学系，情報工学系の教員が連携して，このようにミクロレベルでの生体
情報システムの解明と，その応用に関する最新教育を行う。

・構造生物学
・ゲノム機能解析
・和漢薬知統合学
・生命情報工学
・時間生物学
・生命電子工学
・生体計測工学
・脳・神経システム

工学
・脳・神経情報工学
・生体組織医工学
・比較神経内分泌学
・生体情報薬理学
・蛋白質科学

先
端
ナ
ノ
・
バ
イ
オ
科
学
専
攻

　ゲノム，ポストゲノム研究の進展とナノ科学の興隆を背景に，ゲノム
及びポストゲノム情報を基盤とする生命科学領域研究の成果と，分子設
計技術の連携による創薬科学の発展が画期的な新規医薬品や生理活性物
質の創成を推進する上で重要な社会的要請となってきている。この世界
的な医療高度化の流れに対応し，ナノテクノロジーやバイオテクノロジー
をはじめとする先端的研究を学際的に集約し，産学官でこれまで以上に
連携できる人材を育成することが不可欠である。さらに，この社会性が
極めて高い新融合領域を担う，指導的立場の人材を育成することも，新
しい時代を迎えた大学に課せられる急務の使命である。また，生命体に
おける恒常作用，疾病，薬理活性はナノスケール領域の生体内分子集合
体や高分子化合物の構造，物性，反応メカニズムが複雑に関連して発現
される。したがって，生理作用を解明し，効果的な薬理作用を有する薬
剤を開発するためには，ナノスケール領域における分子論的研究が不可
欠である。
　そこで本専攻では，高機能性バイオナノ界面の構築とその新機能開発，
生命体組織を構成するナノスケール分子集合体および高分子の機能開発，
天然及び人工生理活性化合物の合理的合成，微量金属イオンの関与する
生理生活や酵素・触媒作用機構の解明と新規活性の開発，ケミカルバイ
オロジーを中心に，今後確実に必要とされる，医学・薬学分野と生命科学・
物質科学分野との接点あるナノ・バイオ領域科学を担う先端研究者を養
成することを目的として，教育・研究指導を行う。

・薬品製造学
・ナノサイズ機能性

分子設計学
・ナノバイオ分子設

計学
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４　授業科目一覧
　別表Ⅰのとおり

５　指導教員研究内容一覧
　別表Ⅱのとおり

６　教育方法の特例
　教育方法の特例を受ける者は，昼間における履修のほかに，指導教員と相談して履修計画書を提出
した場合，授業および研究指導を夜間に履修することができます。その時間帯は原則として月曜日か
ら金曜日の18時10分から21時20分を予定していますが，この時間帯以外にも授業科目によっては，土
曜日又は夏季休業等に履修することができます。
　なお，授業時間帯は次のとおり予定しています。
　　　　１限　８：45 ～ 10：15　　　２限　10：30 ～ 12：00　　　３限　13：00 ～ 14：30
　　　　４限　14：45 ～ 16：15　　　５限　16：30 ～ 18：00
　　　　６限　18：10 ～ 19：40　　　７限　19：50 ～ 21：20

７　学位の授与
○生体情報システム科学専攻，先端ナノ・バイオ科学専攻

⑴　履修内容と学位論文の内容により，博士（薬科学），博士（理学）または博士（工学）のいず
れかを授与します。

⑵　学位の授与は，大学院に３年以上在学し，「２　構成及び履修基準」の「⑵　履修基準」によ
り20単位以上を修得し，かつ，必要な研究指導を受けた上，博士論文の審査及び最終試験に合格
した者に授与します。ただし，２年以上在学し，極めて優れた研究業績を上げ，所定の要件を満
たした場合には，在学期間が３年未満であっても学位を授与することがあります。

　　また，学生が職業を有している等の事情により，標準修業年限（３年）を超えて一定の期間に
わたり計画的に課程を履修し，修了することを申し出たときは，その計画的な履修を認めること
があります。

８　指導体制等
⑴　指導教員１名のほかに，副指導教員を２名置きます。
⑵　入学時に各学生は主指導教員，副指導教員と相談の上，特別研究のテーマを決め，特別演習と並

行して課程修了まで研究を行います。
⑶　副指導教員のうち１名は，学生の出身学系（医，薬，理，工）以外の学系に所属する教員から選

任し，従来の医，薬あるいは理工の枠を超えた助言を行います。
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別表Ⅰ　

授　業　科　目　一　覧
生体情報システム科学専攻

授　　業　　科　　目
単　　　位　　　数

必　修 選　択 自　由

共
通
科
目

生命倫理特論 2

先端生命科学特論 2

メディカルデザイン・アントレプレナーシップ特論 2

インターンシップ 2

専
　
　
　
　
門
　
　
　
　
科
　
　
　
　
目

構造生物学特論 2

時間生物学特論 2

タンパク質工学特論 2

生命代謝工学特論 2

生体情報素子設計学特論 2

神経システム工学特論 2

バイオ計測素子工学特論 2

神経系情報工学特論 2

生体組織医工学特論 2

生体分子生化学特論 2

和漢機能学特論 2

薬理学・遺伝子工学特論 2

細胞ストレス生物学特論 2

タンパク質代謝学特論 2

論文英語特論 2

日本語・日本文化 2

生体情報システム科学特別演習 4

生体情報システム科学特別研究 10
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別表Ⅰ　

授　業　科　目　一　覧
先端ナノ・バイオ科学専攻

授　　業　　科　　目
単　　　位　　　数

必　修 選　択 自　由

共
通
科
目

生命倫理特論 2

先端生命科学特論 2

メディカルデザイン・アントレプレナーシップ特論 2

インターンシップ 2

専
　
　
　
　
門
　
　
　
　
科
　
　
　
　
目

精密分子構築化学特論 2

機能分子合成化学特論 2

金属錯体化学特論 2

生体内環境分析化学特論 2

生体触媒設計工学特論 2

生体界面科学特論 2

核酸分子システム科学特論 2

進化分子工学特論 2

生体分子シミュレーション特論 2

生体機能工学特論 2

ナノ・バイオマテリアル設計学 2

論文英語特論 2

日本語・日本文化 2

先端ナノ･バイオ科学特別演習 4

先端ナノ･バイオ科学特別研究 10
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別表Ⅱ
指導教員研究内容一覧

生体情報システム科学専攻

教育分野 指導教員 研　　究　　内　　容

構 造 生 物 学
教　授
　水　口　峰　之

　タンパク質の立体構造をＮＭＲとX線結晶解析によって決定
し機能解析を行うとともに，アミロイド線維等の異常構造につ
いて調べ，タンパク質の構造変化と疾患との関連について研究
する。

ゲノム機能解析
教　授
　田　渕　圭　章

・細胞分化の機械的制御
・細胞ストレス応答の分子メカニズムの解明

和漢薬知統合学
准教授
　東　田　道　久

　和漢薬・漢方薬を司る古典的学問的理論体系を基盤とした以
下の研究〔標的病態〕機能性精神疾患（うつ，統合失調，発達
障害），心不全〔基盤とする学問体系〕金匱要略，漢方医学，
中医学，生理学，生化学，薬理学〔戦略と目標〕1）和漢薬の
薬物応答性（証）を指標にした機能性精神疾患の病状診断，発
症機序解明，新規治療和漢薬処方開発，2）致死性の心不全再
発症を予防する新規治療和漢薬処方開発

生 命 情 報 工 学
教　授
　黒　澤　信　幸

　当研究室では，工学と生命科学が融合して生まれた生命工学
技術を利用した，抗体工学に関する先端技術開発を行っている。
当研究室で生み出されたロボット化と少量化を組み合わせた革
新的ハイスループット抗体取得技術を基に，産学官共同研究及
び製薬・診断企業への技術導出を通して，テーラーメイド抗体
医療への展開，早期診断用マーカーの開発，研究用試薬等の開
発を目指している。

時 間 生 物 学
教　授
　池　田　真　行

　未知の生命現象の探索や，新規な生命計測の方法を確立する
ことを目的とする。具体的には，カルシウムイオンをはじめと
する細胞内シグナルメッセンジャーの可視化プローブ遺伝子導
入技術，細胞培養技術，これらを用いた生理活動の長期安定測
定技術について研究を行う。

生 命 電 子 工 学
教　授
　篠　原　寛　明

　情報変換機能を有する生体分子の人工構築，新規な計測デバ
イスを利用する高感度で迅速なバイオセンシングシステムの設
計・開発，さらには改造した生体分子や細胞とエレクトロニク
スデバイスをフュージョンしたバイオエレクトロニクスシステ
ムの設計・開発など，生体系とエレクトロニクスシステムをつ
なぐインターフェイスの設計に関する教育・研究を行う。

生 体 計 測 工 学
教　授
　鈴　木　正　康

　バイオセンサの「微小化」と「集積化」をキーワードに，医
療やバイオサイエンス，環境科学などへの応用を目指した免疫
センサや酵素センサに関する研究を行っている。特に，個々の
細胞の機能や状態を多数並行して計測できる新しいバイオセン
シング技術の開発を行っている。

脳・神経システム工学
教　授
　川　原　茂　敬

　比較的簡単な連合学習課題である瞬目反射条件付けを用い
て，脳内の領域間相互作用や階層的制御機構をシステム論的立
場から研究する。
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教育分野 指導教員 研　　究　　内　　容

生体組織医工学 教　授
　中　村　真　人

　医工学技術を活用して，組織／臓器の再生医工学の革新的概
念・新原理を創出し，新時代の医療を創出することを目指す。
その実現には，マルチスケール，マルチフェーズ，多分野融合
の取り組み，さらに，技術を具現化し現場に届ける製品開発技
術も重要課題である。新時代への医工学教育研究を行う。

比較神経内分泌学 教　授
　松　田　恒　平

　摂食行動や情動行動を制御する脳制御機構の進化プロセスを
探ることを目的として，摂食行動や情動行動に影響を与える神
経ペプチドの機能解析を下等脊椎動物を用いて進めている。

生体情報薬理学 准教授
　髙　﨑　一　朗

　「痛み」および「痒み」に関する研究を進める。特に神経障
害性疼痛やアトピー性皮膚炎などの難治性慢性疼痛・掻痒疾患
について，痛み・痒みの発生メカニズム，痛み・痒みが慢性化
するメカニズムを明らかにし，新規疼痛・掻痒治療薬の創薬研
究を行う。

先端ナノ･バイオ科学専攻

教育分野 指導教員 研　　究　　内　　容

薬 品 製 造 学

教　授
　豊　岡　尚　樹

・中枢神経系疾患治療薬開発を指向した創薬研究
・糖尿病および合併症の新規治療薬開発を指向した創薬研究
・新規アルツハイマー病治療薬開発を指向した創薬研究
・抗ガン剤開発を指向した創薬研究

教　授
　阿　部　　　仁

　複雑な構造を持つ天然有機分子の化学合成を基軸とし，医薬
品をはじめとする機能性分子の創製に関する研究を行う。

ナノサイズ機能性
分 子 設 計 学

教　授
　會　澤　宣　一

　新規な金属錯体の生理・薬理活性，触媒活性等の機能を予測
し，合成目的となる新規金属錯体を設計する。次に，新規金属
錯体の合成法を立案計画し，これを実践する。合成された金属
錯体の構造や反応性は各種分析法を用いて決定する。得られた
金属錯体について反応機構を明らかにすることにより，その新
機能を検証する。

教　授
　遠　田　浩　司

　生体内環境中の糖等の各種代謝物や電解質を認識し，光学的
情報へ高い効率で変換する機能性分子の開発およびその特性解
析を行う。得られた新規機能性分子を用いて，生体中代謝物等
の濃度を低侵襲で連続的にモニターするための新規オプティカ
ルセンシングシステムの開発研究を行い，生化学・臨床化学分
析の分野への展開をはかる。

教　授
　井　川　善　也

　リボザイムやリボスイッチに代表される，高度な機能を発揮
するRNA分子の機能発現機構の解析，および新規な構造や機
能をもつ人工RNA分子の創製とその応用研究。　
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教育分野 指導教員 研　　究　　内　　容

ナ ノ バ イ オ
分 子 設 計 学

准教授
　石　山　達　也

　生体分子の相互作用モデルを量子化学的原理に基づき構築し，
コンピューターシミュレーションによりその分子構造やダイナ
ミクスを解析する。シミュレーションにより得られる分子トラ
ジェクトリーから，統計力学理論に基づき，静的，動的物理量
を計算することにより，生体現象を分子レベルから解明する。

准教授
　中　路　　　正

　医工学材料開発にかかる，基分子の設計・合成から，合成高
分子・生体高分子を駆使した新規材料構築の一連の材料開発を
進める。加えて，医工学材料開発のための設計コンセプトの構
築を目指す。そして，材料vs.細胞の相関評価のための in vitro 
実験や材料 vs.生体組織の相関評価のための in vivo 実験により，
実応用可能な材料であることの立証を目指す。



富山大学　キャンパス位置図

 富山大学　五福キャンパス　工学部への交通機関

◎　市内電車
　・富山駅から約20分

◎　バ　　ス
　・富山駅前　富山地鉄・路線バス「富山大学経由」乗車約20分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 「富山大学前」バス停下車すぐ

◎　そ の 他
　・富山きときと空港より車で・約20分
　・北陸自動車道「富山西ＩＣ」から約10分，「富山ＩＣ」から約20分

 願書受付・試験実施場所

富山大学五福キャンパス　工学部

学生募集要項，障害を有する入学志願者の事前相談
及び入学試験に関する問合せ先

＊問合せは，やむを得ない場合を除き，志願者本人が行ってください。

〒930－8555　富山市五福3190
富山大学　理工系学務課工学部事務室（入試担当）
電話　０７６－４４５－６３９９


